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文
化
芸
術
が
ま
ち
づ
く
り
を
補
完
す
る

　

本
年
１
月
23
〜
27
日
、
東
京
・
初
台
の
新
国
立
劇

場
小
劇
場
で
『
岸
田
國
士
小
品
選
』（
出
演
は
音
無
美

紀
子
、
麻
丘
め
ぐ
み　

ほ
か
）
と
題
す
る
演
劇
作
品

が
上
演
さ
れ
た
。
同
公
演
を
演
出
し
た
の
は
劇
団
文

学
座
の
演
出
家
・
西
川
信
廣
。
知
名
度
の
高
い
俳
優

陣
が
起
用
さ
れ
た
同
公
演
の
模
様
は
も
ち
ろ
ん
マ
ス

コ
ミ
の
文
化
・
芸
術
欄
で
紹
介
さ
れ
た
が
、
記
事
の

タ
イ
ト
ル
に「
可
児
市
発
信
！
」と
付
さ
れ
て
い
る
の

が
ひ
と
き
わ
目
を
引
い
た
。

　

同
公
演
が
「
可
児
市
発
信
」
と
さ
れ
る
ゆ
え
ん
は
、

企
画
制
作
者
が
可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
ａ
ｌ
ａ

※（
イ
タ
リ
ア
語
で「
翼
」、
以
下
ア
ー
ラ
）だ
か
ら
だ
。

劇
団
文
学
座
は
平
成
20
年
、
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
と
共
に
ア
ー
ラ
と
地
域
拠
点
契
約
を

結
ん
で
い
る
。
地
域
拠
点
契
約
と
は
、
文
学
座
と
新

日
本
フ
ィ
ル
が
ア
ー
ラ
を
拠
点
に
公
演
す
る
だ
け
で

な
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
ほ
か
、
学
校

や
福
祉
施
設
な
ど
に
も
出
向
く
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

な
ど
も
含
め
た
包
括
的
提
携
契
約
で
あ
る
。

　

今
回
の『
岸
田
國
士
小
品
選
』公
演
も
、
地
域
拠
点

契
約
に
基
づ
く
活
動
の
一
環
と
し
て
平
成
20
年
度
か

ら
開
始
さ
れ
た「
ア
ー
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー

ズ
」の
一
つ
だ
。
ア
ー
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー

ズ
は
、「
可
児
市
に
第
一
線
で
活
躍
す
る
役
者
や
ス

タ
ッ
フ
が
滞
在
し
な
が
ら
作
品
を
制
作
し
、
可
児
公

演
に
と
ど
ま
ら
ず
東
京
公
演
、
そ
し
て
翌
年
に
は
全

国
公
演
を
視
野
に
入
れ
、
可
児
市
か
ら
全
国
に
発
信

す
る
質
の
高
い
作
品
づ
く
り
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
ア
ー
ラ
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ
り
）で
あ
る
。

　

地
方
都
市
の
制
作
し
た
演
劇
作
品
が
全
国
発
信
さ

れ
る
と
い
う
試
み
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
出
演
者
や

ス
タ
ッ
フ
が
滞
在
し
な
が
ら
制
作
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
方
式
が
注
目
さ
れ
る
。
新

国
立
劇
場
小
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
『
岸
田
國
士
小
品

選
』
の
全
出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
も
実
際
に
可
児
市
で

約
１
カ
月
間
暮
ら
し
な
が
ら
、
芝
居
を
つ
く
り
込
ん

で
い
っ
た
が
、
そ
れ
を
大
勢
の
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

（
ア
ー
ラ
ク
ル
ー
ズ
）

が
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
そ

し
て
今
回
も
１
月
15
〜
20
日
ま

で
ア
ー
ラ
で
初
演
さ
れ
た
後
、
同
作

品
を
東
京
の
新
国
立
劇
場
小
劇
場
公
演
へ
と

み
ん
な
で
送
り
出
し
た
の
だ
。

　
「
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
採
る
こ
と
に
よ
り
、

可
児
市
で
制
作
さ
れ
た
作
品
に
対
す
る
市
民
の
愛
着

と
誇
り
が
醸
成
さ
れ
、
ひ
い
て
は
市
を
愛
す
る
気
持

ち
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
山
田
豊
可
児
市
長
で
あ
る
。
さ
ら

に
山
田
市
長
は
、

　
「
ア
ー
ラ
と
地
域
拠
点
契
約
を
結
ん
だ
文
学
座
お

よ
び
新
日
本
フ
ィ
ル
を
通
じ
た
各
種
活
動
が
象
徴
す

る
よ
う
に
、
私
は
ア
ー
ラ
の
よ
う
な
公
立
文
化
施
設

が
担
う
役
割
は
文
化
芸
術
の
振
興
だ
け
に
と
ど
ま
る

べ
き
で
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
む
し
ろ
地
域
の

社
会
機
関
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
に
大
き
く
貢

献
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
続
け
る
。

　

演
劇
評
論
家
と
し
て
も
知
ら
れ

る
ア
ー
ラ
館
長
兼
劇
場
総
監
督
・

衛
紀
生
氏
も
、
館
長
就
任
を
受

諾
し
た
理
由
の
一
つ
に
、
山
田
市

長
が
ア
ー
ラ
に
求
め
る
そ
う
し
た

社
会
的
役
割
、
す
な
わ
ち
文
化
芸

術
が
ま
ち
づ
く
り
を
補
完
す
る
と

い
う
考
え
方
へ
の
大
き
な
共
感
が

あ
っ
た
と
述
懐
す
る
。
そ
の
よ
う

な
観
点
で
見
る
と
、
ア
ー
ラ
で
実

施
さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

市
民
参
加
事
業
の
多
彩
な
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
か
ら
、
逆
に
可
児
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る「
旬
の
課
題
」

が
見
え
て
く
る
と
も
い
え
る
。

　
「
ま
ち
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と

題
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
事
業
で
は
、

ア
ー
ラ
で
行
わ
れ
る
各
種
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、
例
え
ば
保

健
・
福
祉
施
設
や
教
育
施
設
、
病

院
、
市
民
の
自
宅
な
ど
へ
も
文
学

座
の
俳
優
や
新
日
本
フ
ィ
ル
の
団

員
が
訪
問
し
、
交
流
す
る
と
い
う

積
極
的
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
特

徴
的
な
の
が
「
多
文
化
共
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
あ
る
。

※
可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
ａ
ｌ
ａ
│
│
平
成
14
年
７
月
開
館
。
延
床

面
積
約
１
万
８
０
０
０
㎡
。
約
１
０
０
０
席
の
主
劇
場
、
約
３
０
０
席
の

小
劇
場
の
ほ
か
、
映
像
シ
ア
タ
ー
、
各
種
練
習
ス
ペ
ー
ス
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

な
ど
を
備
え
た
多
目
的
文
化
施
設
。
先
進
の
設
計
・
建
築
が
評
価
さ
れ
Ｂ

Ｃ
Ｓ
賞
（
建
築
業
協
会
）、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
賞
、
中
部
建
築
賞
、

岐
阜
21
世
紀
ふ
る
さ
と
づ
く
り
芸
術
賞
な
ど
を
受
賞
。

市
を
挙
げ
て
実
施
さ
れ
る 

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

　

可
児
市
に
は
現
在
、
約
６
０
０
０
人
の
外
国
人

市
民
が
暮
ら
し
て
い
る
。
ピ
ー
ク
時
の
平
成
20
年

度
に
は
７
０
０
０
人
を
超
え
て
い
た
が
、
景
気
の

急
激
な
変
動
に
よ
り
現
在
は
減
少
傾
向
だ
。
そ
れ

で
も
人
口
10
万
２
０
０
０
人
弱
の
う
ち
約
６
％
を

（岐阜県）

市 政 ル ポ 可
か に

児市

山田 豊
可児市長

日
本
人
と
外
国
人
が
共
に
取
り
組
む

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

多文化共生プロジェクトで制作された外国人市民によるパフォーマンス（アーラ）

まちづくりの拠点とも
なっている可児市文化創
造センターａlａ
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可児市　市 政 ル ポ

（岐阜県）

外
国
人
市
民
が
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
可
児

市
に
外
国
人
市
民
が
増
え
始
め
た
の
は
バ
ブ
ル
景

気
の
最
中
に
当
た
る
90
年
代
初
頭
で
あ
る
。
市
内

に
は
県
下
最
大
規
模
の
可
児
工
業
団
地
が
あ
り
、

市
域
周
辺
に
は
大
手
自
動
車
・
家
電
関
連
の
製
造

企
業
が
多
く
立
地
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ブ

ラ
ジ
ル
国
籍
を
中
心
と
し
た
就
労
目
的
の
日
系
ブ

ラ
ジ
ル
人
が
急
増
し
た
の
だ
。

　

バ
ブ
ル
景
気
が
崩
壊
し
て
か
ら
は
し
ば
ら
く
微

増
に
と
ど
ま
っ
た
。
だ
が
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
う
ね
り
と
国
内
景
気
の
拡
大
に
伴
い
、
平
成
12

年
以
降
、
日
系
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
増
加
な
ど
多
国

籍
化
が
進
ん
だ
。

　

外
国
人
登
録
者
の
国
籍
別
で
は
、
最
も
多
い
の

は
ブ
ラ
ジ
ル
で
全
体
の
約
64
％
（
平
成
21
年
４
月
現

在
）。
さ
ら
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、
韓
国
・
朝
鮮
、

ペ
ル
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
、
ル
ー

マ
ニ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
平
成
21
年
に
な
っ
て
初
め
て
、

外
国
人
市
民
は
減
少
に
転
じ
た
。

　
「
外
国
人
市
民
が
そ
れ
だ
け
急
激
に
増
え
て
く
る

過
程
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
生
じ
て
き
ま
し

た
。
特
に
平
成
12
年
以
降
は
多
国
籍
化
が
進
ん
だ

こ
と
で
言
葉
の
問
題
、
教
育
、
労
働
、
医
療
な
ど
、

生
活
に
不
可
欠
な
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
の
課
題
や
問

題
が
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
」（
山
田
市
長
）

　

前
述
し
た
ア
ー
ラ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
う

し
た
背
景
の
下
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

た
。
日
本
人
も
外
国
人
も
含
め
た
す
べ
て
の
市
民

が
、
互
い
の
文
化
や
生
活
習
慣
の
相
互
理
解
を
図

り
、
心
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
実
現
す
る
た
め
、

多
国
籍
の
市
民
が
協
働
し
て
一
つ
の
演
劇
作
品
を

制
作
し
公
演
す
る
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
多
文
化

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
本
格
的
に
取
り
組
む
都
市

は
各
地
に
あ
る
が
、
演
劇
を
核
に
し
た
ア
ー
ラ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
と
り
わ
け
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業

と
い
え
る
。

　

そ
う
し
た

取
り
組
み
が

可
能
と
な
っ

た
背
景
に
は
、

平
成
11
年
の

国
際
交
流
協

会
世
話
人
会

発
足
お
よ
び

翌
平
成
12
年

の
国
際
交
流

協
会
設
立
以

降
に
本
格
化
し
た
、
地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
と
、

そ
の
成
果
が
あ
る
。

　

平
成
11
年
に
ま
ず
市
民
向
け
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
、
ハ
ン
グ
ル
語
、
中
国
語
の
各
講
座

を
開
設
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
可
児
市
国
際
交
流

協
会
の
設
立
後
に
は
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教

室
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
各
種
実
態
調
査
、

外
国
籍
高
校
進
学
支
援
奨
学
金
制
度
、
就
学
支
援
、

就
労
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

一
方
で
、
多
国
籍
化
が
進
み
国
際
化
に
関
連
す

る
施
策
を
総
合
計
画
の
部
門
別
計
画
と
し
て
位
置

付
け
、「
国
際
化
が
日
常
化
さ
れ
た
地
域
社
会
の
実

現
」
を
基
本
理
念
と
す
る
「
可
児
市
国
際
化
施
策
大

綱
」
を
平
成
12
年
に
策
定
。
地
域
の
国
際
化
を
総
合

的
か
つ
体
系
的
に
推
進
す
る
体
制
を
整
え
た
。

　

さ
ら
に
平
成
18
年
に
は
外
国
人
自
身
に
よ
る
地

域
で
の
市
民
交
流
活
動
の
参
画
を
目
指
す
可
児
市

外
国
籍
市
民
会
議
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
に
よ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
の
情
報
発
信
事

業
、
可
児
市
国
際
交
流
協
会
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
も
実

現
し
た
。
可
児
市
国
際
交
流
協
会
の
こ
う
し
た
活

動
は
平
成
19
年
度
総
務
大
臣
表
彰
に
も
つ
な
が
っ

た
。
そ
し
て
平
成
20
年
４
月
に
は
、
待
望
の
可
児

市
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー「
フ
レ
ビ
ア
」※（
ｆ
ｒ
ｉ

ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
＝
友
情
と
ｃ
ｉ
ｖ
ｉ
ｌ
ｉ
ｚ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
＝
文
化
の
造
語
）
が
供
用
開
始
と
な
っ
た

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
可
児
市
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
指
定

管
理
）。

　

外
国
人
市
民
の
数
は
今
後
も
景
気
の
動
向
に

よ
っ
て
変
動
は
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
日
本
で
生
ま

れ
、
日
本
で
教
育
を
受
け
た
外
国
人
子
弟
が
増
え

る
に
つ
れ
、
そ
の
両
親
も
含
め
可
児
市
へ
の
定
住

を
図
る
外
国
人
市
民
も
か
な
り
増
え
て
き
た
。
相

互
理
解
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
近
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
は
や
不
可
欠

の
要
素
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

※
可
児
市
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー「
フ
レ
ビ
ア
」│
│「
情
報
提
供
」「
日
本
語

学
習
支
援
」「
外
国
人
相
談
」「
交
流
の
場
」を
４
本
柱
に
、
多
文
化
共
生
を
進

め
る
た
め
の
拠
点
施
設
。
資
料
室
の
ほ
か
多
目
的
室
と
３
つ
の
研
修
室
を

持
つ
。外

国
人
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
が 

定
住
化
を
促
進
さ
せ
る

　
「
外
国
人
市
民
の
定
住
化
と
、
少
子
高
齢
化
社
会

の
進
展
を
併
せ
て
考
え
た
場
合
、
外
国
人
に
も
地

域
社
会
を
構
成
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
き
、
将
来
に
わ
た
っ
て
共
に
支

え
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
社
会
を
築
い
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ア
ー
ラ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
、
フ
レ
ビ
ア
の
完
成
と
同
時
期
に
始

ま
っ
た
の
は
象
徴
的
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
事
業
は
定
住
化
を
前
提
と
す
る
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
進
ん
だ
と
い
え
ま
す
」（
山
田
市
長
）

　

可
児
市
で
は
さ
ら
に
外
国
人
市
民
を
取
り
巻
く

現
状
と
課
題
、
社
会
へ
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
市

民
、
行
政
、
関
係
機
関
な
ど
多
様
な
主
体
が
一
緒

に
な
っ
て
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む

た
め
の
施
策
と
し
て
、
現
在
、「
可
児
市
多
文
化
共

生
推
進
計
画
」
を
新
た
に
策
定
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の

具
体
的
な
方
針
は
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の

に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
円
滑
化
の
た
め
、
共
通

言
語
＝
日
本
語
と
日
本
社
会
を
理
解
す
る
た
め
の

学
習
支
援
を
推
進
。
日
本
語
が
十
分
に
理
解
で
き
な

い
外
国
人
市
民
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
情
報
を

正
確
に
理
解
し
、
利
用
で
き
る
よ
う
情
報
の
多
言
語

化
、
母
国
語
に
よ
る
相
談
体
制
の
充
実
化
を
図
る

（
可
児
市
で

は
既
に
ブ
ラ

ジ
ル
人
職
員

１
人
と
国
際

交
流
員
３
人

を
雇
用
し
て

い
る
）。

　

②
外
国
人

市
民
が
地
域

社
会
で
生
活

し
て
い
く
中

で
、
言
葉
の

壁
や
生
活
習
慣
の
違
い
、
情
報
不
足
な
ど
か
ら
来

る
将
来
へ
の
不
安
を
解
消
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
生
活
環
境
の
整
備
と
支
援
を
促
進
す
る
。

　

③
地
域
へ
の
意
識
啓
発
、
外
国
人
の
自
立
と
社

会
参
加
を
促
す
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
、
外
国
人

住
民
と
も
協
働
で
地
域
社
会
を
構
築
す
る
。

　

④
市
民
レ
ベ
ル
で
の
異
文
化
交
流
促
進
や
国
際

交
流
団
体
な
ど
と
の
連
携
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

で
活
躍
で
き
る
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育
成
と

活
用
を
図
る
。
同
時
に
市
民
や
国
際
交
流
協
会
、

企
業
、
各
種
団
体
、
国
・
県
な
ど
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
な

が
ら
総
合
的
に
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

フレビアでは外国人市民向け日本語教室、日本文化体験
など豊富な講座が実施される

アーラで初演後、新国立劇場小劇場でも上演された可児市発の『岸田國士小品選』

多文化共生のまちづくりの拠点、多文化共生センター「フレビア」

市民協働のまちづくりへの市民の関心は高い（花いっぱい運動）

MARCH 2010 市政
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（岐阜県）

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
は
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
も
少
な
く
な
い
が
、
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
外

国
人
の
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
教
育
支
援
事
業
の

数
々
だ
。
仕
事
の
切
れ
目
に
帰
国
す
る
傾
向
の
あ
っ

た
従
来
の
外
国
人
市
民
と
違
い
、
日
本
で
子
育
て
し

た
外
国
人
市
民
に
は
、
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
日

本
（
可
児
市
）
へ
の

定
住
を
決
心
す
る

傾
向
が
強
い
。
そ

う
い
う
意
味
に
お

い
て
も
外
国
人
市

民
の
定
住
化
促
進

の
核
と
な
る
の
は
、

日
本
で
生
ま
れ
る

か
幼
少
時
に
来
日

し
て
日
本
社
会
に

溶
け
込
ん
だ
児
童
・

生
徒
の
日
本
定
住

へ
の
強
い
思
い
だ
。

学
校
教
育
は
そ
の

根
幹
を
成
す
。
そ
の
た
め
の
支
援
事
業
と
し
て
、
可

児
市
で
は
大
要
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

（
1
）外
国
人
児
童
・
生
徒
の
学
習
保
障
事
業

　

不
就
学
が
目
立
つ
入
国
後
間
も
な
い
外
国
人
児

童
・
生
徒
の
実
態
に
即
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設

定
し
、
段
階
的
に
子
ど
も
た
ち
の
生
活
・
学
習
支

援
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。（
平
成
17
年
度
〜
実
施
）

（
2
）外
国
人
の
子
ど
も
の
就
学
支
援
基
金

　

外
国
人
の
児
童
・
生
徒
の
教
育
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
平
成
21
年
１
月
に
基
金
を
創
設
。（
目
標

額
６
０
０
０
万
円
）

（
3
）�外
国
人
離
職
者
子
弟
の
緊
急
就
学
支
援
金
交

付
事
業

　

経
済
情
勢
悪
化
で
両
親
が
失
職
し
、
外
国
人
学
校

で
の
就
学
が
困
難
に
な
っ
た
子
弟
に
授
業
料
を
一

部
助
成
。（
平
成
21
年
２
〜
12
月
、
月
１
万
円
以
内
）

（
4
）可
児
市
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
支
援
事
業

　

①
外
国
籍
の
子
ど
も
の
教
育
支
援
事
業
（
対
象
は

15
歳
〜
20
歳
。
進
路
支
援
、
補
習
指
導
な
ど
）

　

②
外
国
籍
児
童
生
徒
在
籍
施
設
へ
の
日
本
語
学

習
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
日
本
語
指
導
、
生
活
・
文
化
指

導
な
ど
）

　

③
高
校
進
学
奨
励
奨
学
金
事
業
（
高
校
に
進
学

し
、
勉
強
意
欲
の
あ
る
外
国
籍
の
生
徒
に
奨
学
金

を
授
与
）

　

④
定
住
外
国
人
の
子
ど
も
の
就
学
支
援
事
業
（
文

部
科
学
省
の
委
託
事
業
。
日
本
語
を
学
習
す
る
場

を
外
国
人
集
住
都
市
に
設
け
、
公
立
学
校
へ
円
滑

に
転
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
事
業
。
な
ら
び
に
ブ

ラ
ジ
ル
人
の
子
ど
も
を
中
心
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
地
域
社
会
と
の
交
流
促
進
事
業
）

日
本
人
と
外
国
人
の
思
い
が 

循
環
す
る
ま
ち

　

国
際
交
流
協
会
を
核
と
す
る
多
文
化
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
に
し
て
も
、
ア
ー
ラ
を
拠
点
に
進
め
ら

れ
る
文
化
芸
術
が
補
完
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
し
て

も
、
そ
の
主
役
は
外
国
人
市
民
も
含
め
た
市
民

だ
。
国
際
交
流
協
会
の
地
道
な
支
援
を
受
け
て
き

た
ブ
ラ
ジ
ル
人
た
ち
が
自
助
努
力
を
目
的
に
設
立

し
た
団
体（
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）が
今
、「
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
」
※
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
可
児
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会
に
よ

る
指
定
管
理
）の
後
押
し
と「
フ
レ
ビ
ア
」の
支
援
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
目
指
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
象

徴
的
な
動
き
と
い
え
る
。

　
「
自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
、
地

域
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
に
外
国
人
市
民
も
巻

き
込
ん
で
い
く
な
ど
、
住
民
た
ち
に
よ
る
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
外
国
人
市

民
の
間
で
も
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
例
の
よ
う
に
、
自
分
た

ち
の
故
郷
と
し
て
の
可
児
市
に
よ
り
溶
け
込
む
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
自
主
的
に
考
え
、

事
業
を
実
施
す
る
動
き
も
徐
々
に
活
発
化
し
て
き

ま
し
た
。
フ
レ
ビ
ア
を
拠
点
と
す
る
国
際
交
流
協

会
を
通
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
、
ア
ー
ラ
に
お
け
る
文

化
芸
術
の
窓
を
通
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
そ
の
両

者
を
つ
な
ぐ
た
め
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
」（
山
田
市
長
）

　

ア
ー
ラ

の
衛
館

長
は
取
材

に
際
し
て

「
ア
ー
ラ

は
交
差
点

の
よ
う
な

も
の
」
で

あ
り
、「
国

籍
を
問
わ

ず
、
わ
が

ま
ち
に
対

す
る
す
べ
て
の
可
児
市
民
の
思
い
を
つ
な
ぎ
、
交

流
の
媒
体
と
な
り
、
循
環
さ
せ
る
た
め
の
、
臓
器

で
い
え
ば
心
臓
の
よ
う
な
装
置
で
あ
り
た
い
」
と
も

表
現
し
た
。

　

可
児
市
に
お
け
る
多
文
化
共
生
社
会
実
現
へ
の

取
り
組
み
は
、
実
際
、
手
探
り
で
国
際
交
流
協
会

を
設
立
し
て
か
ら
約
10
年
間
の
多
彩
な
取
り
組
み

を
通
じ
、
い
よ
い
よ
循
環
的
な
仕
組
み
を
得
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
強
く
実
感
さ
れ
る
取

材
だ
っ
た
。

※
可
児
市
市
民
公
益
活
動
セ
ン
タ
ー「
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
」―
―
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
相
談
」「
交
流
の
場
の
提
供
」「
情
報

収
集
、
提
供
」な
ど
の
機
能
を
持
つ
市
民
公
益
活
動
拠
点
。

�

（
取
材
と
文　

遠
藤　

隆
）

市民活動を支援する可児ＮＰＯ協会（かにＮＰＯセンター）には
外国人市民も相談に訪れる

地域スポーツ・文化クラブＵＮＩＣ（市内４地区設置）では市民参加の多
彩な企画が催される

兼山地区の歴史民俗資料館には戦国時代以来の文化財が豊富に展示されている

木曽川に架かる太田橋のあたりにはかつて渡し場（今渡）があった

7,000品種のバラが咲き乱れる世界有数のバラ園「花フェスタ記念公園」
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